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本研究は、最新のシングルセルレベルのエピゲノム解析技
術を用いて、加齢による造血幹細胞とニッチ細胞の特性の変
化を解析し、加齢造血幹細胞の機能低下を統合的に理解する
とともに、加齢に伴って増加する骨髄球系腫瘍発症の基盤と
なる加齢造血幹細胞のエピゲノム要因を明らかにし、新規治
療法の創出を目指す研究である。 
加齢に伴う造血幹細胞及びニッチ細胞並びに骨髄球系腫瘍

発症の基盤となる加齢造血幹細胞のエピゲノム要因を解明す
ることの学術的意義は高く、エピジェネティック阻害剤等を
用いて加齢造血幹細胞の再活性化や形質転換を回避する方法
が見つかれば、新たな治療法の創出につながるものと期待さ
れる。 

 

  


